




【様式】 

 

2025 年度 前期一般 入試 
 

工学 研究科 電気・電子工学 専攻  コース 
 

科目名 電気・電子回路 
 
【出題意図】 

問題 1 直流回路網の諸定理(鳳-テブナンの定理)を理解しているか。 

問題 2 交流回路要素の基本的性質を理解しているか。 

問題 3 トランジスタによる小信号増幅回路を理解しているか。 

問題 4 基本多段増幅回路の利得を理解しているか。 

問題 5 演算増幅器の基本動作を理解しているか。 

 
【解答又は解答例】 

問題 1 R がない状態での内部抵抗 R0 は、R0 = (R1 // R2) ＋R3 = 24 + 26 = 50 [Ω] 

開放電圧 V0 は、V0 = (6－4) / (60+40) × 40 + 4 + 1.2 = 0.8 + 4 + 1.2 = 6 [V]  

R を接続した場合は、鳳・テブナンの定理を用いて、I = 6 / (50+50) = 0.06 [A]、

Vab = 50 × I = 3 [V] 
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周波数が 0 に近い場合は、Ｃによるインピーダンスが極めて大きいため、

回路インピーダンスは無限大になる。 

一方、周波数が極めて高い場合は、Ｌ

によるインピーダンスが大きいた

め、同様に回路のインピーダンスは

無限大になる。 

共振周波数では、リアクタンスが打

ち消し合うために、抵抗成分のＲの

みとなり、最小値となる。 

問題 3 IB = IC / hFE = 2×10-3 / 200 = 10 [μA] 

IA = 20 IB = 200 [μA] 

RA = (1 + 0.6) / IA = 8 [kΩ] 

RB = (10 – 1 – 0.6) / (IA + IB) = 40 [kΩ] 

RC = (10 – 4.5 – 1) / IC = 2.25 [kΩ] 

RE = 1 / IE = 1 / (IB + IC) = 498 [Ω] 

(RE = 1 / IC = 500 [Ω]でも可) 

概略の周波数特性



問題 4 全体の電力利得𝐺௣は、 

𝐺௣ = 10 logଵ଴(2 0.02⁄ ) = 20 [dB] 

𝐺௣ଶ = 𝐺௣ − (𝐺௣ଵ + 𝐺௉ଷ −ケーブル損失) = 20 − (5 + 10 − 1) = 6 [dB] 

問題 5 VO = －｛(RF/R1)V1 + (RF/R2)V2 + (RF/R3)V3｝  

 







【様式】 

 

2025 年度 前期一般 入試 
 

工学 研究科 電気電子工学 専攻  コース 
 

科目名 英語 
 
【出題意図】 

問題１ 

問題２ 

問題３ 

問題４ 

問題５ 

問題６ 

電気の専門用語の英訳能力を評価 

電気の専門用語の和訳能力を評価 

電磁気学の公式の理解力と和訳能力を評価 

電気回路の問題の理解力と和訳能力を評価 

英語で表現された電気回路の問題の理解力の評価 

電気エネルギーに関する英文の和訳能力を評価 

 
【解答又は解答例】 

問題１ 

 

 

 

 

問題２ 

 

 

問題３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題４ 

 

 

（１）current （２） reactive power（３）mean value             

（４）potential difference（５）power factor 

（６） magnetic flux density 

（７） time constant （８）effective value （９） series connection 

（10） electromagnetic field 

（１）交流  （２）電気自動車（３） 送電線（伝送路）（４） 磁気飽和 

（５）電気回路 （６）位相（７）がいし （絶縁体） 

（８）再生可能エネルギー（９）周波数 （10）水力発電 

（１）和訳：起磁力は磁束の変化に比例する。 

法則名：ファラディの法則 

（２）和訳：２つの電荷 Q1 と Q2 の間隔がｒであるとき、クーロン力 F

が発生する。 

F=k＊Q1*Q2/r2（比例定数をｋする）  

（３） 和訳：導線に電流が流れると、電流を取り囲むように磁界が発生

する。 

法則名：アンペアーの法則 

（４）和訳：磁束線を切る方向に磁場の中を導体が動くとき、導体には 

電圧が誘導される。 

適切な式：e=vBlsinθ 

（１） 和訳：２つの抵抗 R1 と R2 は並列で、その並列回路に直列に R3

が接続している。R1 と R2 にそれぞれ 20A と 50A の電流が流れ

ている。R2 に抵抗は２Ωである。R2 を流れる電流はいくらで、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 5 

 

 

 

 

 

問題６ 

R1 と R3 の抵抗値はいくらか 

（２） 解答： R2 を流れる電流は I2=50A、R1=５Ω R3＝0.5Ω 

 

 

 

 

 

 

  

（ａ）和訳：電圧ｖ＝V0sin（ωt－φ）が印加されたとき、電流i＝I0sin

ωt が流れる電気回路がある。    

（ｂ）和訳： 電圧と電流の実効値と最大値を求めなさい。 

解答： 実効値V0／√２、I0／√２、最大値V0、Ｉ0 

（ｃ）和訳： 電圧と電流の位相差を求めなさい。 

解答： φ 

再生可能エネルギーとは、自然資源に由来するエネルギーで、消費される

よりも高い割合で補充されます。たとえば、日光や風は、常に補充されて

いる供給源です。再生可能エネルギー源は豊富にあり、私たちの周りには

あふれています。 
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